






















































































































































































































についても吉保の求めに応じて奥書を加えて送ったことが記される。この記述の通り、日大本『教端抄』の題簽は季吟自筆と認められる。なお、 他の「歌書伝受書」の題簽は本文と同筆である。 青紙については現存 ておらず、 季吟 「委細改」が具体的に何を指すのかは詳らかでない。他の伝本との比較検討を要す ため、この点については別稿に譲りたい。
さて、 「覚」に『教端抄』と『十如是和歌集』の名が見え




































川上本 『古今拾穂抄』 には元禄十二年十二月二十九日に、 『古
今拾穂抄』を『教端抄』と改名して「五丸様」に献上した旨が記される。つまり、吉保への初度の古今伝授の際には既『教端抄』は成立しており、吉保に伝えられていたものと考えられる。そして、日大本『教端抄』によれば、元禄十四年から翌十五年にかけて再度 書写を行ったことが記されており、川上本と比較するに本文の改訂 行われていることが知られる。そのため、再度の古今伝授の際に改めて不審を尋ねる機会が設けられたのではないだろうか。
また、 『十如是和歌集』は奥書に「八半之小本」などと記











































































































































意』の「源氏物語日本紀准拠」以下を除く部分の成立は元禄七年十月二十五日であり 清書を終えたのが元禄八年六月三日であることが知られるのである。上巻の清書を元禄八年五月十二日に終えていたとして矛盾は無い。傍線部は「源氏物語日本紀准拠」 「源氏物語止観説」 「てにをは少々」を後に記
したことを示すと捉えるべきであろう。
これまでの考察を踏まえ、 『微意』に関する略年譜を記す



































































































































































の分量を費やして り、こ 注記 ついての季吟の思い入れの深さが窺え『微意』の傍線部に「猶湖月抄に委」とあるように、 『湖月抄』に記したことについては詳述を避けている。この箇所以
外にも『湖月抄』に記したことを省略する注記はしばしば現れる。当該箇所は季吟説に関わる事であるが、他書からの引用の場合も同様である。
このことは、季吟が執筆時に『湖月抄』を参照していたこ
とに加え、 『微意』を読む際には『湖月抄』 手元に置くことを想定してい ものと考えられよう。
また、前述の注記
197の波線部に『岷江入楚』の名が見える





























『埋木』に合綴される「誹諧会法」の「追考」には、 『円機活法』の名が明示されることも指摘した。その事例と同様に、板本『湖月抄』中には「抄」などとのみ記す『岷江入楚』について、伝授書『微意』中にはその名を記してい 。これらのことは、板本では全てを明らかにしなかった手の内を、伝授書にお はこだわりなく見せていること 示 といえよう。板本と伝授書での季吟の態度の差が窺える好例である。

















































































































































































はしませは折々和哥誹諧連歌の会なと有し氷場の音羽川の辺に幽居の後はかやうの人々にもさして交はらす平生からやまとのふみをかた らさらぬものとし給ひて只やつかれをまつはしかたらひ給ひつる身の終りちかく覚え給ひし果にはひんかしの六条土手町といふ所にかくれかして仏のみなを事として年比の詠草三四冊有しをもか 浄弁か焼捨にける心高さをこひね ひてはふられなんひつきの中に随身せんと遺言してつゐに其ほい ことくとりをこなひ侍し適物のはし かき給ひつるうたよみかはせし詠草 の残りとゝま るか五六七首侍るをみるに今の世のさかりにこのみよむ人々の及 ぬ所になん有け おしむへ 〳〵いかに
透（ママ）
逸のあまた侍けん其好




授され いたと うことである。 『湖月抄』 「凡例」に「此物語の口伝等再聞し侍し」とある「口伝等」は、具体的には「三ヶの大事」を含むことが判明する。
二点目は、 『教端抄』に記す「師説」の多くは従高の説である




































































































































たことが本資料によって知られる。 『楽只堂年録』によると、吉保は元禄十三年八月十五日に「詩歌の会」 （季吟・北村湖元 参会） 、元禄十四年同月同日 も「詩歌の会」 （季吟・正立・湖元、参会） 、元禄十五年同月同日には「和歌の会」 （季吟・湖元、参会）を開催している。吉保は元禄十二年以前の同月同日には詩歌に関わる会を開催しておらず、 「詩歌（和歌） 会」の開催は吉保への古今伝授が元禄十三年九 二十七 行われたことと軌を一にしている。黒田直邦は古今伝授を受けた後の元禄十五年 「和歌の会」で初めて参会しており、これもまた古今伝授と無縁ではあるまい。なお、正立は元禄十五年八月二十一日に没した。『北村季任聞書』の詳細については、他にも季吟研究上、重要な記述があるため、別稿を期 たい。
（




















































































24） 『岷江入楚』の「僧都引出物を申さるゝ也」の注記は、 「秘」の肩付で項目の末尾にあるため、 『岷江入楚』での「河」の肩付の脱落等は想定する必要がない。
（

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天にとかめて天変しきりにさとししめす ま也上一人より下万民まて親を敬せすはあるへからすとの教を書也みそか事の父子の間にて聊もしら 給 てさへ仏天のとかめありいはんやよのつねの親子の中に敬せす不孝のわさあらはいかて天罰
	
」
95丁ウ
をまぬかるへきをそれつゝしむへきのいましめなるへし
141いよ〳〵御かくもんせさせ給ひつゝ
朱雀院の御代におほちおとゝ文才うとくおはせしにかはりて当代には常に文学をつとめたまひしさま也弥といふに心を付 し
142秋のつかさめしに太政大臣に成給ふ
	
」
96丁オ
まへにおほきおとゝのうせ給ふことを何となく書いてたるはこゝ
にて光君をたふとみて高官になし給ふへき事をかくへき微意なるへし作物語のかきさま奇妙にや是は先有増にて実は乙女巻にて任し給へり
143前栽ともこそのこりなくひもとき
	
」
96丁ウ
折節の景気を何となくいひ出給へるもつき〳〵しきのみならす野宮の事なといひ出給はん便りも面白くことにはおくに春秋の勝負をいとませまいらせて秋好むの御心を見給ふよしを書て乙女巻に至りて六条院に四まちをしめて四時の興をつくりなし給ふ事
	
」
97丁オ
をかくへき微意なるへし
144いつかたにか御心よせ侍るへからん
三光院説云此段こ ふの巻と野分巻とを書出へき序とみえたり
145はかなうきえ給ひにし露のよすかにも思給へられぬへけれ
秋好の御母御息所のうせ給 る事秋なれは心よせあるよし也大事
	
」
97丁ウ
なる返答をかくいひなせる殊勝
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 90 ―
也と細流の説也
予案
斎宮女御
徽子
のうたに袖にたに秋の夕は
しられけりきえし浅茅の露をかけつゝ
新古今
といふありこれ
村上天皇をおほしめす心也此秋好を斎宮と申せは此詞も比してかきつらねたりとみゆ餘情幽玄にや
	
」
98丁オ
146しのひかたき折〳〵も侍しと聞え給ふ
光君実には斎宮ををかしまいらせんの心はあらぬよし物かたりにみゆ然とも好色の人のくせにてかくたはふれことの給ふさま也この次にかうあなかちなる事にむねふたかるく の猶有けるよと我なからおほししらる是は
	
」
98丁ウ
いとにけなきこと也なとあり
（20）　
朝顔巻
147宮わつらはしかりしことをおほせは御返りもうちとけて聞え給は
（ママ）
り
あさかほの斎院也一生源氏君に難面きさまにて過し給へり人は心さしを立へき ましめにて書也あまたの御かた〳〵源氏
	
」
99丁オ
にはみたり給へりしに一人此斎院のみ人に似しとおほしさためしとなり
148さすかにしたつきにてうちされんとは猶おもへり
　
源内侍今尼になり
ても猶生得の好色のくせやまぬさま也いとみくるしき有さまを興言にかきて老人 心つかひ
	
」
99丁ウ
いましめとするなるへ
149まいてうちあたけ過たる人の年つもりゆくまゝにいかにくやしき事多からん
若きほと物の心も深くしらす世のあさけり何かをも顧
カヘリミ
る遠慮す
くなきほとのすさひに好色の人のわか たし名を流すのみならす人の名をもくたして年より
	
」
100丁オ
て後まことの智出来て悔しきことおほきよしをかきて人の平生をたしなむへきいましめを云なるへし
150もらさしとの給ひしかとうき名のかくれなかりけれははつかしうくるしきめをみるにつけてもつらくなん
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 91 ―
薄雲女院夢にみえて光君に
	
」
100丁ウ
恨み給ふ詞也もらさしとちかへることも我しる汝しるをのつからよに隠れなき物なれは心中になす悪念も終には るゝ習ひとしりてかねて正心誠意の修行をこたるましきわさ也との教なるへし下賤の人とてもすこし志をたて身もたてんと思はん人は後名を恥 き
	
」
101丁オ
に悪念をひる へして内にかへりみてやましからぬやうにあらまほしまして高貴の人自棄して放埒 へからす必後悔すへし後悔の期に至りては千たひくひてもかひなかねて覚悟してつゝしみをそるへきわさ也
	
」
101丁ウ
（遊紙
2丁）
〔附記〕
　
本稿を成すにあたり、貴重資料の閲覧・翻刻・複写
等にご高配を賜りました各所蔵機関、 『源氏物語微意』の閲覧・翻刻をお許しくださいました日本大学総合学術情報センターに深謝申し上げます。
なお、本稿は平成二十五年度科学研究費補助金（特
別研究員奨励費、課題番号
25 ・
1422 ）の成果の一部で
ある。
（みやがわ・しんや
　
本学大学院博士後期課程）
